
事例① 積水化学グループにおける

CN・CE社会の実現をめざしたものづくりへの移行

ESG経営推進部

環境経営グループ 三浦 仁美

2026年2月3日
（15分+質疑5分）

積水化学工業株式会社

一般社団法人プレハブ建築協会「建築シンポジウム2025」
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積水化学グループの事業領域

建築分野に関連した事業：住宅、建築材料(インフラ)、建物設備で使用される材料(デバイス)
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環境経営の方向性

環境長期ビジョン2050
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環境課題ごとのゴール
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温室効果ガス排出削減ロードマップ

※BAU（Business As Usual)：通常の経済活動に伴い、増加する排出量

2020年 8月：RE100に加盟

2023年 3月：SBT認証再取得
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GHG排出量を削減する取組（SCOPE１＋２）

■生産プロセス革新：

技術的イノベーションによる

燃料転換で削減

脱炭素戦略

■エネルギー消費革新：

ものづくり、老朽更新等で

消費量の削減による

温室効果ガス削減

環境貢献投資
（120億円(売上/3年の0.3％)

・環境貢献投資促進策（ICP）の運用
・社長表彰の設定(温暖化対策優秀賞）

■エネルギー調達革新：

再生可能エネルギーの積極活用、

創エネによる温室効果ガス削減、

ESG投資(400億円/3年)活用
・再エネ電力採用促進策
（ICP）の運用

再エネ電力転換・燃料由来GHG
削減の設備投資に対する支援

ESG投資(300億円/3年)活用

（2017-2019）

（2020-2022）

（2023-2025）
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企業活動によるGHG排出量の削減

サプライチェーン上流に位置づけられる製品ほど、ものづくりにおけるGHG排出量は大

自社の企業活動におけるGHG排出量（SCOPE1+2）は削減目標前倒し設定するも
サプライチェーンにおけるGHG排出量（SCOPE3）の削減は今後の課題
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サプライチェーンにおけるGHG排出量削減のために

2022年にはサプライチェーンにおけるGHG排出量削減のために資源循環の重要性を再
認識し資源循環戦略・ロードマップを策定
2022年3月 SBT認証再取得時には、この戦略を反映し、目標達成手段として資源
循環の取り組みを設定

※2018年 6月：SBT認証取得（化学セクタで世界初）、2℃目標

2023年 3月：SBT認証再取得、1.5℃目標
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資源循環戦略の推進によるGHG排出量の削減
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資源循環戦略の推進計画

工場廃棄物の再生、マテリアル化へ取り組むことですべての製品の再資源化技術を確立
循環型の製品ライフサイクルへの移行を実現していく
⇒ 現在の課題は、確立した技術の社会実装
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各部門連携で、経営の持続・事業競争力向上・社会課題解決への貢献加速

事業的視点

実現性

新規性

MR率100％を目指すための取り組み

製品の一生を通して、メーカーの立ち位置で資源循環を実現する

製品設計 原料 生産 施工 使用 回収

住インフラ建材を提供するカンパニーでは循環型のものづくりに取組むことが事業競争力
につながると判断

“プラスチック資源循環検討会”
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住宅の建築現場で発
生する給水給湯管の
施工端材を回収。
製品として再生し、施
工するスキームの構築
を目指す

【架橋ポリエチレン管「エスロペックス」の資源循環スキーム図】

循環型ものづくりに向けた取組
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GXに向けた製品ポートフォリオ変革を後押しする社内制度

DR制度

サステナビリティ
貢献製品制度
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－環境と暮らしへの確かな貢献を続けるための進化－サステナビリテイ貢献製品制度
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サステナビリティ貢献製品の実績

サステナビリティ貢献製品による

売上拡大

⇒社会課題解決によって企業成長
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建築向けインフラ製品のLCA評価（CFPの算出）

営業マン教育を実施し、製品のCFPおよび削減貢献データを

活用したマーケティング活動を継続中

[評価のバウンダリ] ⇒ 原料調達~生産でのCFP算出を実施
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サステナビリティ貢献製品による社会の低炭素化への貢献 ＝ 社会の便益

※削減貢献量は、早稲田大学の伊坪教授らに
よって開発された「LIME2」が搭載された「MiLCA」を
使用し全環境側面への影響を計算。上記ではCO2
排出量のみを抽出し、掲載。

サステナビリティ貢献製品の社会に与える便益
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ペロブスカイト太陽電池は軽量で柔軟。様々な場所への設置が可能

道路アセット

軽量屋根
(工場屋根・体育館など)

下水覆蓋
(東京都様連携)

鉄道アセット(JR西日本様連携)空港アセット

航空局様資料引用 JR西日本様資料引用

沿岸建屋
(JERA様連携)

港湾アセット
(倉庫･灯台･堤防など)

ペロブスカイト太陽電池

ビル壁（内幸町再開発事業）

フィルム型ペロブスカイト太陽電池
取引先、お客様、自治体

ペロブスカイト結晶構造をもつ半導体を発電材
料とし、それをフィルムに印刷塗布して製造。
独自技術(封止・プロセス・材料・成膜)が
詰まった次世代太陽電池。

[特徴]軽量、薄型、フレキシブル、国産材料

を使用

GXを加速するこれからのサステナビリテイ貢献製品

再エネ

資源循環も意識した低炭素なものづ
くりへ向けて生産体制構築中
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